
４年１組 道徳科学習指導案 
                                     授業者 前川 奈津美 
１ 主題構成表 
  主題名 正直に生きる 

 資料名 ぼくはＭＶＰ 
 

■内容項目Ａ 正直，誠実 
 過ちは素直に改め，正直に明るい心で
生活すること。 

 ■内容項目から見た児童の
実態 

 
 
・ほとんどの児童は，正直
であることが大切である
と理解しているが，実際
にはうそをついたりごま
かしたりする経験をした
ことがある。 

 
・過ちや失敗をした時に，
素直に認めたり謝ったり
することが難しい児童も
いる。 

 
・周囲の仲間の不正には敏
感で，責めたり批判した
りすることがある。 

 
（要因） 
 
・叱られたくない，負けた
くない，損をしたくない
などの気持ちが強く，つ
いごまかして不都合から
逃れようとしてしまう。 

 
・自分の利益やプライドを
重んじる気持ちをコント
ロールすることができな
い。 

 
・自分を正当化したい思い
の強さや，周囲に安易に
同調する面がある。 

 ■資料の分析 

 

・本教材は，正直に言うことは大
切だと分かっていても，それ
を言い出せない主人公の心の
葛藤を描いた内容である。 

・ドッジボールをしている時に
ボールが主人公の足をかすっ
たが，誰にも気付かれること
なく試合が進んでいく。アウ
トになって自ら外野に出るか
どうか迷うが，周りの雰囲気
に流されてそのままゲームを
続けてしまう。自分の活躍で
チームは大逆転するが，友達
からＭＶＰだと称賛される主
人公が，うしろめたさから一
人だけ気が重くなる場面で終
わっている。 

・本学級も，休み時間に好んでド
ッジボールを行う児童は多
い。勝敗に強いこだわりをも
つ時期でもあり，資料の内容
や主人公の立場は理解しやす
く，自分と重ね合わせるのに
適した教材であると考える。 

・指導に当たっては，心の弱さに
十分共感させながらも，そん
な自分を否定し，後悔や自責
の念だけで終わることのない
よう配慮する。正直であろう
としている主人公のよさにも
目を向けながら，自分自身を
偽らない生き方をめざす意欲
を高めたい。 

 

■ 価値の分析 

 
・本内容項目の目指すものは，偽りなく正
直に行動し，明るい心で楽しい生活を
築いていこうとする心と態度を育てる
ことである。 

 
・児童は皆，晴れ晴れとした気分で明るく
生活することを望んでいる。それには，
うそをついたりごまかしたりせず，心
に陰りのない生活を送ることが必要で
ある。しかし，自分にとって不都合が生
じると，うそやごまかしによってその
場をやり過ごそうとしがちである。こ
れは誰にでもあることであるが，一時
しのぎに過ぎないだけでなく，信用を
失ったり，後悔や自責の念から心に傷
を残したりすることにもなる。それら
を乗り越えようとするのが正直な心で
あり，自分自身に対する真面目さ，誠実
な生き方であると言える。 

 
・この時期の児童は，活動的で仲間意識が
強くなるとともに，判断力も高まって
くる。この段階においては，他者に対す
るうそやごまかしがよくないことに加
え，そのことが自分自身をも偽ること
につながると気付かせることが大切で
ある。正直に行動できた時の清々しさ
や安堵感を自覚し，正直であるからこ
そのびのびとした生活が実現できるこ
とを理解して，よりよい仲間関係を築
く基盤を培いたい。 

 

 

 ■ねらい 
 本当のことが言えずに悩む主人公の葛藤について考えることで，ごまかしは相手だけでなく自分の心に
も噓をつくことであり，みんなが嫌な思いになると気付き，仲間とともに明るく生活していくために，た
とえ自分の不利益になることでも，自分を偽らず正直に行動しようとする態度を育てる。 

 

■研究内容に関わって 
 
【研究内容Ⅱ】仲間と考えを深め合い，自分自身を見つめることができる道徳授業のあり方 
（１）児童の学習状況を具体的に描いた指導と評価の一体化  

・MVPだと称賛されてうれしいはずなのに，ごまかしていたことで気が重くなっている主人
公の心情を考える中で，「誰も気付いていないからよいのではないか」と問い返すことで，
「自分自身に対して正直であることの大切さ」や「ごまかしてその場はやり過ごせても，
後悔は続く」ことなど「正直」について，より多面的・多角的にとらえていく。  



２．学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導
入 

◇「正直」とはどのようなことかを考える。   
・（だれかに）うそをつかないこと。 
・悪いことをしたら（相手に）すぐに謝ること。  
・正直にすると，ほめられたりすっきりしたりする。  

・漠然と理解している「正直に生き
ることの大切さ」を再確認するた
めに，正直に行動した時の晴れ晴
れとした気持ちを想起し，価値へ
の方向付けを図る。 

展
開
前
段 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
開
後
段 

 
◇資料「ぼくはＭＶＰ」を読み，「正直に生きる」こ
とについて考える。 

 
〇「ぼく」がちょっとまよったのは，どんなことだろ
うか。 

・当たったのは事実だから外に出た方がいいな。  
・このまま続けるのはずるいな。 
・だれも気付いていないからこのままでいいかも。 
・今外に出たら負けてしまうな。 

⇒自分だって迷うと思う。 
 
◎ＭＶＰと言われた時の「ぼく」はどんな気持ちでい
るのだろうか。 

 
・がんばってよかった，みんなも喜んでいてうれしい。 
・ごまかしていることが気になってもやもやする。 
・正直に言ってすっきりしたいけど言いづらい。  
・正直に言うと，みんながっかりするかもしれない。  
・今さら言ったらおこられるかもしれない。  
・正直に言えばみんなも分かってくれるかな。  
・あの時，すぐに言っておけばよかった。 
 

 
・人は知らなくても，自分は知っているから気になる。 
・自分で自分にうそをついている。 
・いやな気持ちは，ずっと続くのかもしれない。  
 
○「ぼく」はこの後，どんなことを大切にしていくだ
ろう。 

・ずっといやな気持ちが続くのは嫌だから，正直に言
おうとすると思う。 

・自分が正しいと思ったことは，ごまかさないように
すると思う。 

 

 
◇本時の授業で感じたことをもとに，自己を見つめる。 
○「正直に生きる」ということについて，感じたこと
を書こう。 

・ごまかしてしまうこともあるけど，自分も正直でい
ようとするよい心をもっているんだな。 

・正直に言うのは難しい時もあるけど，嫌な思いが続
くのはつらいから，弱い心に負けないようにしたい。 

 

【深めの発問】 
○誰も気付いていないし，みんな喜んでいるのだか
ら，気にしなくてもよいのではないだろうか。  

「正直に生きる」とは，人に対してだけでなく，自
分にもうそをつかないで明るく生活すること  

・「MVP＝最も活躍した選手」を確認
して範読に入る。 

 
・当たった時に正直に外に出ようと
した主人公の姿を「よさ」として
押さえることで「ぼく」に寄り添
いやすくし，いけないと分かって
いてもゲームを続けてしまう弱
さへの共感を図る。 

・夢中になってゲームを続けて大活
躍した状況を再度押さえ，MVPと
言われた時の気分を想像させて
から中心発問につなげる。   

（ネームプレート： 
よい気分⇔重い気分） 

・相手の気持ちや評価，ゲームの勝
敗，周りの雰囲気など，いろいろ
な要因が難しさにつながってい
ることに気付けるよう，整理して
板書に位置付ける。 

・ネームプレートを参考に意図的指
名をし，「自分自身を偽っている
こと」「その場をやり過ごせても，
後々までいやな思いが残ること」
を，話し合いの中から気付けるよ
うにする。 

 
・とらえた価値をもとに，これから
の「ぼく」の生き方について希望
をもって考えることで，否定的に
終わることなく，難しくても正直
に行動できる自分になりたいと
いう今後の意欲につなげたい。 

 
 
 
・新しく気付いたこと，これからの
自分に生かしたいことを観点と
して示す。 

 
・児童の記述の中からいくつかを紹
介し，考えを広げる。 

【評価の視点】 
深めの発問で，考えを揺さぶる問
い返しをし，自分自身に目を向け
させることで，「正直であること
の大切さ」についてより多面的・
多角的にとらえている。 

終
末 

 
◇教師の説話を聞く。 
○正直に行動できず，長い間後悔していることについ
て。 

 
・軽はずみにごまかしたことが，ず
っと心に重く残っている体験談
を話し，正直に行動したいという
心情を高める。 



 


